
団体概要
名称： 東大生地方創生コンソーシアム
設立： 2023年2月
人数： 50名（2025年5月時点）
代表： 田口翔一（農学生命科学研究科 博士課程生）
活動目的：地域で活動する東大生が横につながり、新たな仲間を集めるプラットフォームを作る。

地域というフィールドで活躍する東大生を増やす、応援する。
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コミュニティ部門

月例交流会の開催
新歓活動の実施

ゼミ部門

地域ミライ共創ゼ
ミの運営

FW部門

フィールドワーク
の企画立案・運営

財務・渉外部門

対外交渉
団体の経理

シンクタンク部門

東大生の地域活動
の調査

各地域の情報集約

広報部門

ブランド戦略
地域系東大生に
関する広報活動

《組織体制》

運営部ボード会議地域プロジェクト理事会

美濃加茂PJ 五十沢PJ 三浦PJ

大山町PJ 鳥羽PJ etc.

東大生地方創生コンソーシアム事務局

フォーラム
実行委員会

合同発表会の
企画・運営

夏プロジェクト
実行委員会

夏の地域プログラ
ムの募集・調整
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静岡県
裾野

神奈川県三浦

島根県益田市

福島県浜通り

秋田県能代

秋田県八峰

岐阜県美濃加茂

福島県伊達

鳥取県米子

神奈川県逗子

まずは崎浜漁港でのホタテボランティア。「耳吊り」という作業には、慣れ

るまで時間がかかりました。市内を観光しつつ、震災遺構「潮目」や商店

街「キャッセン大船渡」で震災の惨禍と復興のあゆみを感じました。夜は

地元の方のお宅に招いていただき、郷土の料理をご馳走になりました。

岩手県大船渡市

林野火災から３ヶ月経っても手のつけ

られない荒れた山林や瓦礫の山は、か

つての被害を想起させ、無常を感じる

には十分すぎました。津波被害を伝承

していく姿勢はまちの至る所に見ら

れ、その意義を改めて認識するととも

に、今を生きる地域の方の温かみに触

れる喜びを噛み締めました。

宮城県女
川

和歌山県美浜町

和歌山県美浜町三尾地区は、通称「アメリカ村」と言われるほど、明治以

降多くのカナダ移民を送り出した地域。東大卒で現和歌山県議会議員の岩

永さんなど、この地に魅力を感じ移住する方がいらっしゃいます。人を引

き寄せる魅力は一体何なのか、空き家や移住という観点から見識を深める

ため、FWを実施しました。

カナダとの繋がりから、ルーツを求めて外国

から観光客が訪れ、学生との繋がりから、カ

ナダでラーメンを出店し、キーパーソンとの

繋がりから、訪れた人が根付く。人と人の繋

がりが強く、互いに協力しあうからこそ、「こ

こで過ごしたい」という思いが生まれる。こ

こにしかない一つ一つの繋がりが、大切にさ

れている地域でした。

浜通り地域の伝承館や廃炉資料館などを訪れ、東日本大震災での被害や原発

事故への対応と現状について学びました。また、震災後に浜通りに入り酒造

やキウイ農園等のお仕事をされている方々に、想いや内容を伺いました。

浜通りに限らず被災地に関わる際

に、「被災地だから」ではなく、そ

の地域の魅力に惹かれて関わって

いくというのが誠実な態度だろう

と感じました。また、被災当時の

状況をより身近に理解するため、

人から対面でお話を伺うことが非

常に重要だと実感しました。

一日目は益田の中間支援組織であるユタラボ様のお話を聞いた後、石見神

楽保存会の方々に神楽を通じた地域づくりを伺い、神楽体験を行いまし

た。夜には定期公演を鑑賞しました。二日目は鎌手地区で地域自治組織に

よる地域でのイベントに参加しました。

益田市の人づくりに焦点を当

てた地域づくりの考え方が新

鮮でした。また、益田で出会

った方々は皆、過疎や高齢化

を嘆くのではなく何もないな

ら自分たちで生み出そうと行

動しており、この状態こそが

地域活性化の本質なのだろう

と感じました。

日本各地で
フィールドワーク

日付

3月4日～6日
4月19日 
4月19日～20日
5月3日～5日 
5月10日～12日
5月11日 
6月7日～8日

6月21日～22日 
6月28日～29日
6月28日～29日

7月5日～6日 
7月18日～19日
7月20日～21日
9月21日～23日
10月18日～19日
11月29日～30日
12月7日

行先

秋田県八峰町、能代市
神奈川県逗子市、葉山町

山形県鶴岡市温海地区 
三重県鳥羽市

宮崎県都農町

埼玉県三芳町

岩手県大船渡町 
和歌山県美浜町三尾地区
宮城県女川町

島根県益田市

静岡県裾野市

神奈川県三浦市 
福島県浜通りエリア
鹿児島県
三重県鳥羽市
福島県伊達市五十沢地区
静岡県牧之原市山形県鶴岡

赤：フィールドワーク

黄：個人の活動

2025年もたくさんの地域を訪問させていただきました。東大生地方創生コンソーシアムでは、メンバーが

参加者を募る形でフィールドワークやプロジェクトを実施しています。フィールドワークではのべ87名、

プロジェクトではのべ42名の学生が地域に関わりました。メンバーの中には個人や他団体、大学のプロジ

ェクトとして活動している学生もおり、地域を志す東大生の輪が広がっています。
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